
藤

縄

謙

三

教

授

追

悼

録



藤
縄
謙
三
教
授
　
略
年
譜

・
著
作
目
録

藤縄謙三教授　略年譜 ・著作目録

略

年

譜

一
九
二
九
年
十
二
月
　
　
新
潟
県
に
生
ま
れ
る

一
九
五
三
年
三
月
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部

(西
洋
史
学
専
攻
)
卒
業

一
九
五
三
年
四
月
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程

(西
洋
史
学
専
攻
)
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学

一
九
五
五
年
三
月
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

一
九
五
五
年
四
月
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程

(西
洋
史
学
専
攻
)
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学

一
九
五
五
年
九
月
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
退
学

一
九
五
五
年
九
月
　
　
　
大
阪
府
立
大
学
教
育
学
部
助
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
府
立
大
学
教
養
部
助
手
、
講
師
、
助
教
授
を
経
て

一
九
七
〇
年
四
月
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
助
教
授

一
九
七
九
年
十
二
月
　
　
京
都
大
学
文
学
部
教
授

一
九
九
三
年
三
月
　
　
　
京
都
大
学
を
定
年
退
職
、
京
都
大
学
名
誉
教
授

一
九
九
三
年
四
月
　
　
　
京
都
女
子
大
学
文
学
部
教
授

二
〇
〇
〇
年
十
月
　
　
　
逝
去

著

作

目

録

　
　
　
　

〔著
　
謇

・
編
著
書
〕

ホ
メ
ロ
ス
の
世
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　至
　
　
誠
　
　
堂
　
　
　
一
九
六
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

(第
二
版
　
角
川
書
店
　
一
九
七
五
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
第
三
版
　
新
潮
社
　
一
九
九
六
年
)

ギ
リ
シ
ア
神
話
の
世
界
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
　
　
潮
　
　
社
　
　
　
一
九
七
一
年

ギ
リ
シ
ア
文
化
と
日
本
文
化
i
神
話
・
歴
史

・
風
　
角
　
川
　
書
　
店
　
　
　
一
九
七
四
年

　
土
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(再
版
　
力
富
書
房
　
一
九
八
八
年
)

歴
史
学
の
起
源
ー
ギ
リ
シ
ア
人
と
歴
史
i
　
　
　
　
力
　
富

書
　
房
　
　
　
一
九
八
三
年

ギ
リ
シ
ア
文
化
の
創
造
者
た
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
筑
　
摩
　
書
　
房
　
　
　
一
九
八
五
年

西
洋
の
歴
史
-
古
代

・
中
世
編
1

(共
編
)　
　
　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
　
　
一
九
八
八
年

歴
史
の
父
ヘ
ロ
ド
ト
ス

　

　

　
　

新

潮

社

　

一
九
八
九
年

ギ
リ
シ
ア
文
化
の
遺
産

(編
著
)　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
窓
　
　
社
　
　
　
一
九
九
三
年

　
　
　
　
　

〔訳
　
　
　
書
〕

歴
史
　

一
(
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
著
)　
　
　
　
　
京
都
大
学
学
術
出
版
会
　
二
〇
〇
〇
年

　
　
　
　
　

〔論
　
　
　
文
〕

ツ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
に
お
け
る
ア
テ
ナ
イ
の
政
治
に
　
西
洋
古
典
学
研
究
　
四
　
一
九
五
六
年

　
つ
い
て
の
分
析

ツ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
の
思
想
の
変
遷
に
つ
い
て
　
　
　
西
洋
史
学
　
三
三
　
　
　
一
九
五
七
年

ソ
ロ
ン
の
改
革
の
背
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
府
立
大
学
紀
要
　
　
一
九
五
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

西
洋
史
学
の
源
流
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歴
　
史
　
教
　
育
　
　
　
一
九
五
九
年

ギ
リ
シ
ア
的
世
界
史
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林

第
四
二
巻
第
一　

一
九
五
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

号

ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
に
お
け
る
歴
史
学
の
成
立
と
　
古
代
史
講
座
　
第

一
巻
　
一
九
六
一
年

　
衰
退
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(学
生
社
)

ホ
メ
ロ
ス
と
戦
車
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
洋
古
典
学
研
究
　
九
　
一
九
六
一
年

ホ
メ
ロ
ス
と
ミ
ュ
ケ
ナ
イ
時
代
ー
学
説
史
の
概
　
　
西
洋
史
学

五
四
　
　
　
一
九
六
二
年

　
観
ー

古
代
史
研
究
と
考
古
学
の
役
割
　
　
　
　
　
　
　
歴
史
理
論
と
歴
史
哲
学
　
一
九
六
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(人
文
書
院
)

ギ
リ
シ
ア
の
英
雄
叙
情
詩
の
社
会
的
基
盤
　
　
　
　史
学
雑
誌

第
七
三
巻
　
一
九
六
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
八
号
　
第
七
三
巻
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
号
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史 窓

ギ
リ
シ
ア
世
界
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
界
歴
史
　
第
二
巻
　
　
一
九
六
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(人
文
書
院
)

ギ
リ
シ
ア
神
話
と
風
土
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

史
林

第
五
一
巻
第
五
　
一
九
六
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

号

母
権
的
宗
教
と
父
権
的
体
制
ー
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
　
西
洋
古
典
学
研
究
　
　
　
一
九
六
九
年

　
基
礎
的
構
造
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七

ポ
リ
ス
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
波
講
座
世
界
歴
史
　
　
一
九
六
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
巻

(岩
波
書
店
)

ア
ル
キ
ロ
コ
ス
に
つ
い
て
ー
ギ
リ
シ
ア
植
民
時
代
　
史
林

第
五
四
巻
第
一　

一
九
七
一
年

　
の
詩
入
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

号

古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
知
識
人
の
経
済
生
活
　
　
京
都
大
学
文
学
部
研
究
　
一
九
七
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
要
　
一
五

ヘ
ロ
ド
ト
ス
評
価
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　西
洋
史
学
　

一
〇
三
　
　
一
九
七
六
年

ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
信
仰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
　

一
九
七
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
と
人
間

(東
海
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
版
会
)

ア
テ
ナ
イ
人
の
国
家
と
オ
リ
ー
ヴ
　
　
　
　
　
　

史
窓
　
五
一　
　
　
　
　
一
九
九
四
年

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
史
窓
　
五
六
　
　
　
　
　
一
九
九
九
年

　
　
　
　
　

〔翻
　
　
　
訳
〕

ツ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
伝

(
マ
ル
ケ
リ
ノ
ス
他
著
)　
　

古
代
学
　
第
九
巻
第
四
　

一
九
六
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

号

第

一
〇
巻
第

一
号

〔謝
辞
〕
本
年
譜
お
よ
び
目
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
南
川
高
志
教
授

(京
都
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
)
に
特
段
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
も

ち
ろ
ん
、
内
容
の
誤
り
な
ど
に
つ
い
て
、
作
成
者
の
み
が
そ
の
責
め
を
負
う
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(谷
口
淳
一
)
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